




















正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（前期日程試験：令和５年度） １／４ 問題番号 Ｒ３ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（数学科，生物科学科，地球科学科，創造理学コース），農

学部 
 

１ 

 

25% 

配点 50 点 

 

問１ ①がく（「がく片」も正解とする） ②花弁 ③おしべ ④めしべ  

 

問２ ホメオティック遺伝子   

 

問３ （i）調節領域（「プロモーター」も正解とする）  

（ii）調節タンパク質（「転写因子」も正解とする） 

 

問４ 八重咲[cc]の花にはおしべとめしべがないため交配できないから。 

 

問５ （１）（b，イ）と（e，イ）  

   （２）（e）           

   （３）⑤３ ⑥９ ⑦１ ⑧３  
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教科・科目名 生物（前期日程試験：令和５年度） ２／４ 問題番号 Ｒ３ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（数学科，生物科学科，地球科学科，創造理学コース），農

学部 
 

２ 

 

25% 

配点 50 点 

 

 

問１ ①接合子（「接合体」，「受精卵」，「胚」も正解とする） 

 ②対合 ③二価染色体 ④組換え  

 

問２  グルカゴン     血糖濃度を増加させる。 

  （以下も正解とする） 

    インスリン     血糖濃度を増加させる。 

    成長ホルモン    体全体の成長を促進する。 

    バソプレシン    抗利尿作用 

    アドレナリン    筋肉の収縮，脂肪代謝の亢進 

    甲状腺刺激ホルモン チロキシンの合成の促進 

    副腎皮質刺激ホルモン 副腎皮質のホルモン（コルチゾール，糖質 

コルチコイド）の合成促進 

    黄体ホルモン    妊娠の維持，排卵誘発 

    パラトルモン    血中カルシウム濃度の上昇 

 

問３                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 減数分裂の再開（卵母細胞の透明化）がプロゲステロン類の作用であ 

り，細胞膜を通過できない粒子状物質そのものには作用が無いことを

示すため。 

 

問５ プロゲステロン類の受容体は卵の細胞表面に存在し，それが伝達する

減数分裂誘導経路の反応には遺伝子発現（mRNA の合成）は必要では無

い。   
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教科・科目名 生物（前期日程試験：令和５年度） ３／４ 問題番号 Ｒ３ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（数学科，生物科学科，地球科学科，創造理学コース），農

学部 
 

３ 

 

25% 

配点 50 点 

 

 

 

 

問１ ①生殖成長 ②光周性 ③春化（「バーナリゼーション」も正解とす

る） ④葉 ⑤フロリゲン ⑥師部（「師管」も正解とする） ⑦フィ

トクロム   

 

問２ 

（１）（i）Ａ：長日植物 Ｂ：短日植物 

（ii）Ａ：セイヨウアブラナ，アヤメ Ｂ：アサガオ，オナモミ 

（２）(i) 限界暗期 

(ii) Ａ：ｃ Ｂ：ｂ  

（３）Ａ：2 月～6月 Ｂ：6月～2月  

（４）赤道付近では暗期の長さが 12 時間付近で 1 年間変化しないため，限

界暗期11時間の植物Bでは花芽を誘導する11時間以下の暗期になる

日数がほとんどない。開花する期間は P地点より著しく減少すると考

えられる。   

 

問３ 短日植物であるキクは，長日条件のままに栽培すると開花が抑制され

るので，連続した暗期の長さを限界暗期以下にする光中断を行うこと

で開花を抑制できる。  
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教科・科目名 生物（前期日程試験：令和５年度） ４／４ 問題番号 Ｒ３ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（数学科，生物科学科，地球科学科，創造理学コース），農

学部 
 

４ 

 

25% 

配点 50 点 

 

 

問１ ①非同義置換 ②立体構造（「三次構造」も正解とする） 

 ③同義置換 ④分子時計   

 

問２ イ，エ   

 

問３ 単細胞生物では起こった突然変異はそのまま次世代に伝えられる。こ

れに対して，多細胞生物では生殖細胞（前駆細胞も含む）で起こった

突然変異のみが次世代に伝えられるが，体の大部分を占める体細胞で

突然変異が起こっても次世代には影響しないから。  

 

問４ (ア)８ (イ)１０ (ウ)１１ (エ)４  

 

問５ Ｃ   

有利な変異を起こした遺伝子を持つ個体には自然選択がかかるため，

その遺伝子が次世代に受け継がれる確率は高くなる。従って集団内に

固定される速度は大きくなる。また，いずれの突然変異も遺伝的浮動

による遺伝子頻度の増減があるため，線は滑らかにならない。この条

件を満たすのはＣのみである。   

 

問６ 中立な突然変異が集団に固定される確率は，有利な突然変異が集団に

固定される確率よりも低い。しかし中立な突然変異の発生頻度は，有

利な突然変異の発生頻度よりはるかに高いため，集団に固定される頻

度は中立な突然変異の方が高いから。   

 

問７ コドンの１文字目あるいは２文字目に突然変異が起こった場合は同

義置換よりも非同義置換の方が起こりやすい。しかし，コドンの３文

字目に突然変異が起こった場合は同義置換の方が起こりやすい。同義

置換は淘汰圧がかからないため，変化速度がより大きくなるから。  
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採点・評価基準（具体的基準） 
 

教科・科目名 生物（前期日程試験：令和５年度） 問題番号 Ｒ３ 
対 象 学 部・ 

学科(課程)等 理学部（数学科，生物科学科，地球科学科，創造理学コース），農学部 

 

出題のねらい 

１ ＡＢＣモデルを題材として，植物の発生と遺伝に関する知識と理解度，

および提示された実験の内容を正しく理解する力をみる。 
２ 減数分裂とホルモン作用に関する知識と理解度，および提示された実験

の内容と目的を正しく理解する力をみる。 
３ 植物の花芽形成に関する知識と理解度，および問いかけに対して適切か

つ簡潔に説明し文章とすることのできる力をみる。 
４ 突然変異と分子進化の関係に関する知識と理解度，および問いかけに対

して適切かつ簡潔に説明し文章とすることのできる力をみる。 

 

採点基準 

 

１ 配点 25％ （50 点） 

問１.①～④各 4 点                           16 点         

問２.                                         4 点         

問３.(i),(ii)各 3点                          6 点         

問４.                                        6 点         

問５.(1)3 点×2 (2)4 点 (3)⑤～⑧ 8 点    18 点         

 

２ 配点 25％ （50 点） 

問１. ①～④各 2 点                           8 点         

問２. 4 点+6 点                              10 点         

問３.                                        12 点         

問４.                                         8 点         

問５.                                        12 点         

 

３ 配点 25％ （50 点） 

問１. ①～⑦各 2 点                          14 点         

問２.（1) (i) Ａ,Ｂ各 2点 (ii)Ａ,Ｂ各 4点  31 点         

（2) (i) 2 点 (ii)Ａ,Ｂ各 2点  

（3) Ａ,Ｂ各 4点  

(4) 5 点  

問３.                                         5 点         

 

４ 配点 25％ （50 点） 

問１. ①～④各 2 点                           8 点         

問２.                                         3 点         

問３.                                         6 点         

問４．(ア)～(エ)各 2 点                       8 点         

問５．4 点＋7点                             11 点         

問６．                                        7 点         

問７．                                       7 点         
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